
 

 

    

2025 年 9 月 5 日 

TOPPAN 株式会社 

株式会社ビジュアル・プロセッシング・ジャパン 

 

TOPPAN・VPJ、企業の販促用コンテンツ制作・運用支援事業で協業 

企業の販促・広報・営業活動におけるコンテンツ制作・運用支援と管理基盤の提供により 

業務の効率化を実現し、マーケティング領域の DX 推進に貢献 

 

TOPPAN ホールディングスのグループ会社である TOPPAN 株式会社（本社：東京都文京区、代表取

締役社長：大矢 諭、以下 TOPPAN）と、DAM（※1）（デジタル資産管理）を中核としてコンテンツ制作に

おけるDXソリューションを提供する株式会社ビジュアル・プロセッシング・ジャパン（本社：東京都渋谷区、

代表取締役社長：三村 博明、以下 VPJ）は、企業のマーケティング領域におけるコンテンツ制作・管理・

運用の DX支援事業の拡大に向け、2025 年 9 月 5 日（金）より協業を開始します。 

 TOPPAN が長年培ってきた様々な媒体におけるコンテンツ制作・管理ノウハウやマーケティング DX に

おけるシステム構築・運用支援実績と、VPJ が提供するデジタルアセット管理サービス「CIERTO」（読み：

シェルト）を連携し、企業が保有する販促用デジタルコンテンツにおいて、管理システムの提供から、運用

に適したデジタルコンテンツの制作、運用支援まで一貫してカバーするサービスを提供開始します。また、

TOPPANが 2025年 5月より提供している AIによるデータ利活用を安全かつ効率的に実現する「生成 AI

管理基盤」と「CIERTO」を連携させ、生成 AI によるコンテンツの制作・校正支援や、適切なデータ管理・

運用を実現する新たなサービスの開発を目指します。 

本協業により、多様な媒体で多数のコンテンツ制作・管理が必要となる企業のマーケティング部門や広

報部門の業務効率化と適切なコンテンツ管理におけるブランド価値向上をサポートします。 

 

 

 

 

 

 

 

■ 協業の背景 

近年、企業のマーケティング活動の中で、Web サイト/EC/動画/SNS/広告/カタログなどの多様な媒

体で、企業が扱う画像や動画といったデジタルコンテンツは膨大な数になっています。一方で、多くの企

業ではデジタルコンテンツが各部門に散在して、管理が煩雑となり、必要なデータを即座に取得できない、

ブランドイメージにそぐわない素材を使用してしまう、古い素材を誤って採用する、あるいは著作権や肖像

権の管理が不十分になる、といった課題が顕在化しています。これらの問題はマーケティング活動の効率

を低下させるだけでなく、ブランド毀損やコンプライアンス面でのリスクにも繋がっています。 

こうした課題に対処するため、画像や動画などのデータをクラウド上で一元管理し、制作から承認まで

をサポートする DAM サービスの導入が進んでいます。しかし、その導入にあたっては、最適なワークフロ

ーの設計やルールの策定が必要となり、更に日々のコンテンツ登録・管理までを一気通貫で実行できる

体制が不可欠です。これはシステム提供者だけではカバーしきれない領域であり、DAM の導入だけでは

解決しない課題になっています。また、近年急速に普及する生成 AI を活用したコンテンツの制作やその

適切な管理・運用においても同様のニーズが高まっています。 

TOPPANは、長年にわたり顧客企業のコンテンツ制作やマーケティング支援に携わり、膨大なデジタル

資産を適切に管理・運用してきた実績とノウハウを有しています。また、様々な企業のクリエイティブ制作
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に携わってきた知見を活かし、業務プロセス全体を最適化する BPO サービスを多くの企業や自治体に

提供してきました。 

一方、VPJ は、画像、動画管理機能と、商品情報管理機能の統合により商品に紐づく画像、動画、ス

ペック情報を一元管理できる点と、日本企業向けに開発された国産ソリューションとして利用しやすいイン

ターフェースに強みを持つ DAM サービス「CIERTO」を 2016 年より提供しており、現在国内で 250 件以

上の幅広い業界で採用されています。 

今回、両社は協業を開始し、TOPPAN のコンテンツにおける制作・管理・運用ノウハウと VPJ の DAM 

技術を組み合わせることで、コンテンツの企画、制作、承認、配信、効果測定までをシームレスにカバーし、

運用支援サービスを提供します。これにより、企業はマーケティング関連のクリエイティブ業務を統合的に

管理でき、DX 推進による業務効率化により、コンテンツ制作における企画・立案やクリエイティブのコア

業務へリソースを集中することが可能となります。 

 

■ 具体的な協業内容について 

①コンテンツライフサイクルマネジメントサービスの提供 

VPJ の提供する「CIERTO」によるデジタル資産の一元管理に加え、TOPPAN の BPO サービスや制作

体制を組み合わせ、コンテンツの企画・制作・承認・配信・効果測定・資産管理までをシームレスにカバー

する運用支援サービスを提供します。例えば、制作された多様なコンテンツを「CIERTO」に集約すること

を起点に、TOPPAN が BPO サービスとして、日々企業活動の中で制作される多様なコンテンツの権利情

報などのメタデータ付与や承認ワークフローを進行し、使用許諾を得たデータを各媒体へ迅速に展開し

ます。これにより、企業のマーケティング部門や広報部門の業務効率化をサポートします。 

 

②「CIERTO」の導入・運用支援 

VPJ が提供する「CIERTO」をより効果的に活用するために最適な運用設計、システム導入、定着まで

を TOPPAN がサポートします。TOPPAN が持つ多様な業界知識とプロジェクトマネジメント力により、企業

のマーケティング基盤強化に貢献します。 

 

③生成 AI 基盤との連携による制作ワークフローの革新 

「CIERTO」が持つ WordPress、Box、Adobe Creative Cloud など様々なサービスとの外部連携機能に、

TOPPAN が開発・提供する生成 AI 活用基盤を組み合わせコンテンツ制作における新たなサービスを創

出します。例えば、「CIERTO」に集約したマニュアル・販促物などの制作物データと、生成 AI 基盤との自

動連携により、生成 AI を活用した改訂・校正業務の効率化・DX化の実現を目指します。 

 

■ 今後の目標 

  今回の協業を通じて両社の技術・知見を融合することにより、メーカー／流通／金融業界などを中心

に企業のコンテンツ制作業務の DX 推進を戦略立案から運用・効果測定までワンストップで支援できる

体制を構築します。TOPPAN と VPJ は、今後も、両社で提供していくサービス拡充と機能強化を継続し、

企業のブランド価値向上と競争力強化に貢献していきます。 

 

 

■ VPJ について 

・会社名： 株式会社ビジュアル・プロセッシング・ジャパン 

・代表者： 代表取締役社長 三村 博明 

・所在地： 東京都渋谷区恵比寿 

・URL ：https://www.vpj.co.jp/ 

・設立 ：1994 年 1 月 6 日 

・事業内容：  DAM（デジタル資産管理）サービス「CIERTO」を中核に、企業活動における媒体



 

 

（WEB/EC/SNS/カタログ/映像/出版）そしてコンテンツの管理・配信を支援する DX ソリューション事業 

・CIERTO について： 「CIERTO」は、デジタルアセットマネジメント（DAM）と商品情報管理（PIM）を統合

した DX ソリューションです。DAM は画像や動画そしてグラフィックス等のデジタル資産の情報管理を行

い、各種媒体・コンテンツの制作そして配信を支援します。一方 PIMは商品情報を管理する事により、EC

やカタログ等の販促媒体に向けて、商品に関わる詳細情報と、商品写真や動画を DAM との連携によりシ

ームレスに配信します。 

 

 

※1 DAM  

Digital Asset Management（デジタルアセットマネジメント）の略。写真・動画・音声・文書などのデジタル資産を一元管理し、登

録・検索・共有・配信・権利管理を効率化するシステムのことを指します。「DAM システム」、「デジタル資産管理システム」とも呼

ばれています。 

  

 

＊ 本ニュースリリースに記載された商品・サービス名は各社の商標または登録商標です。 

＊ 本ニュースリリースに記載された内容は発表日現在のものです。その後予告なしに変更されることがあります。 
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＜報道に関するお問い合わせ先＞ 

・TOPPAN ホールディングス株式会社 広報部 

TEL:03-3835-5636 / MAIL:kouhou@toppan.co.jp 

 

・株式会社ビジュアル・プロセッシング・ジャパン 

 TEL：03‐4361‐2018 / MAIL：marketing@vpj.co.jp 

tel:03-3835-5636

